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鹿児島海藻パーク推進事業－Ⅰ

（鹿児島海藻パーク推進事業）

徳永成光・猪狩忠光・吉満敏

【目 的】

磯焼け現象により藻場が消失した本県沿岸において，各種環境条件に応じた藻場回復技術の開発

とその普及，磯焼け診断等を行う。

【方 法】

１ 藻場回復主幹研究

①核藻場型藻場造成試験

核藻場型藻場造成の手法を確立させるため，南さつま市笠沙町において，藻場造成地の状況調

査を実施した。

②中層網型藻場造成試験

内湾における有効な種苗添加法としての中層網型藻場造成の手法を確立させるため，指宿市岩

本地区において，2箇所の試験地を設け，中層網を用いた造成地への種苗添加と食害防止のため

のウニ排除を前年に引き続き実施した （図1）。

中層網による種苗添加は，5月下旬に指宿漁協と共同で実施し，試験地1では2ｍ×20ｍ程度の

中層網1枚，試験地2では同じ中層網2枚を用いた播種方法により，マメタワラやヤツマタモクを

母藻とし，種苗を海域に添加した （図2）。

， ， ，食害動物であるウニ類の排除は 7月上旬に鹿児島水産高校主体で実施し ガンガゼ14 094個,

ナガウニ1 488個，その他ムラサキウニ等1 438個，合計17 020個を中層網設置場所周辺から排除, , ,

した （図3）。

造成地の追跡調査については，11月に潜水調査を実施し，ホンダワラ類の分布密度や藻体長の

測定を実施した。

図1 指宿市岩本地区 試験地位置図
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２ 藻場機能解明研究

①藻場水質浄化・餌料生産の解明に関する研究

藻場の持つ水質浄化機能を明らかにするため，陸上水槽内藻場への流入水及び排出水について

栄養塩調査を月１回程度実施し，無機態窒素・りんの濃度を比較した。

②食害動物の有効利用に関する研究

未利用食害動物（魚やウニなど）の有効利用を図るため，指宿市岩本地区のガンガゼの有効利

用法について検討した。

３ 南方系ホンダワラの分類と生態等に関する研究

第6回目となる亜熱帯性ホンダワラ属藻類の分類に関するワークショップを開催し，国・県の

試験研究機関による情報提供や不明種の分類・同定を実施した。

４ 磯焼け診断調査・藻場回復指導

肝付町高山地区，指宿市山川地区の2地区について調査・指導を実施した。

高山地区においては，H19年度の診断調査・藻場造成手法提案により飯ヶ谷地先へ設置された

藻場礁（平成19年度石油貯蔵施設周辺地域魚礁設置事業による藻場ＳＧブロック）や海岸付近の

岩礁域について，藻場造成指導及び追跡調査を高山漁協，同青年部，大隅地域振興局と共に実施

した。なお，当該地区の藻場回復制限要因は，大量に分布が見られるウニ類の食害であると考え

られることから，平成20年6月上旬に岩本地区と同様に鹿児島水産高校によるウニ類の排除が実

施され，漁協青年部，地域振興局との連携により，ナガウニを主体に10 160個体が排除されてい,

る。

山川地区（山川町漁協管内）においては，山川町漁協青年部，南薩地域振興局と共に藻場調査

を実施した。

図2 中層網設置状況 図3 水産高校生によるウニ排除
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【結 果】

１ 藻場回復主幹研究

①核藻場型藻場造成試験

笠沙地区核藻場型藻場造成地の状況観察を引き続き実施。本年も小浦地区ではウミトラノオ，

マメタワラ，ヤツマタモクによる温帯性（在来）ホンダワラ類藻場，崎山ではフタエヒイラギモ

クによる南方系（亜熱帯性）ホンダワラ類藻場が形成された。

なお，崎山地区で南さつま市が種糸の展開によるワカメ増殖に取り組んでいたが，平成21年1

月上旬に3センチ程度に生長したワカメが１月下旬には食害によって大部分が消失したという現

象が生じている。隣接する天然藻場域のフタエヒイラギモクの幼芽にも食害痕が見られており，

平成21年春から夏にかけての藻場の形成にどのような影響があるのか，注視する必要があると考

えられた。

②中層網型藻場造成試験

11月に実施した追跡調査の結果，ウニ類に

ついては，7月のウニ類排除により，中層網設

置場所付近の砂地上の転石地帯にはほとんど

ガンガゼが見られなくなっていた。浅場には

ナガウニ，ムラサキウニが，また，巨石が積

み上がった瀬状の箇所にはガンガゼが見られ

る区域もあったが，これらは，7月に排除しき

れずに残っていた個体と思われた。

また，ホンダワラ類については，多数の幼

芽が確認された。5月に中層網と同時に設置し

たサンドバック上に，試験地1では20ｍｍ程度，

試験地2では36～156mmの藻体（図4）が見られ，5月に着生した藻体が，半年程度で最大156ｍｍ

に成長したことが確認された。

中層網設置場所周辺の転石上には，最大3

10ｍｍまでの藻体が見られたが，なかには

新たに着生した芽ではなく，前年に生長し

た藻体が枯死・流失した後の付着器や茎と

いった前世代の残存部から生じたものもあ

ると思われた。

ガンガゼ等のウニ類は減少し，ホンダワ

ラ類の幼芽が多数確認されたため，藻場の

回復が見込まれる状況ではあるが，繁茂し

ている場所によっては，長さが200ｍｍ程度

に刈り取られているような箇所（図5）があ

った。また，明らかに食害痕が見られる藻体

もあり，今後の食害の影響が懸念される。

藻体密度については，中層網設置場所周辺は元来ホンダワラ類が点在していたために今回の種

図5 刈り取られた様な痕跡

図4 サンドバックに着生した藻体
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苗添加によって，どこまでの範囲に種苗が添加されたか，明確には判断できない。しかし，中層

網設置場所から離れた場所では概ね50×50センチあたり10個体未満であったため，中層網設置場

所に近い10個体を超える範囲を見ると，中層網1枚設置の試験地1で40ｍ×40ｍ＝1 600㎡，中層,

網2枚設置の試験地2で45ｍ×60ｍ＝2 700㎡に及び，この海域が種苗添加効果が現れた範囲と推,

測された。

２ 藻場機能解明研究

①藻場水質浄化・餌料生産の解明に関する研究

溶存無機態窒素（ＤＩＮ）は，流入水が2.28～6.13μg-at/l，排出水が2.03～4.76μg-at/lで

推移した。排出水は流入水の54.7～175.0%で推移し，排出水濃度が流入水濃度を上回った11月を

除くと，平均67.7%に減少した （図6）。

ＤＩＰ（溶存態リン）は，流入水が0.25～0.49μg-at/l，排出水が0.21～0.45μg-at/lで推移

。 ， ， 。した 排出水は流入水の54.8～121.6%で推移し 増加した11月を除くと 平均83.1%に減少した

（図7）

陸上水槽内には，ヤツマタモク・マメタワラの他，緑藻類など他の藻類も生息している。水槽

内の藻類重量は時期によって変化するが，ほぼ周年にわたって海水中の溶存無機態窒素・りんの

濃度を低減させていることが確認できた。

なお，ＤＩＮ，ＤＩＰともに，11月のみ排出水濃度が流入水濃度を上回ったが，この時期はヤ

ツマタモク・マメタワラの藻体は生長しつつある時期であり，これら藻体の枯死・分解による栄

養塩濃度の上昇であるとは考えられない。この原因については不明であるが，水槽内には，緑藻

類や小型動物（ヨコエビや小型巻き貝等）も生息しており，ホンダワラ類以外の動植物の影響を

受けた可能性も考えられる。

陸上水槽の栄養塩推移（窒素）
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図6 溶存無機態窒素（ＤＩＮ）の推移
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②食害動物の有効利用に関する研究

岩本地区において藻場形成阻害要因と

なっているガンガゼ（図8）が漁獲対象種

となり得るかを検討するため，地元漁協

と協議した。

岩本地区では高齢者が多く，素潜りで

の漁獲は困難であり，また，船上から漁

具を使った漁獲方法を過去に試験したも

のの効率よく漁獲できないため，実用化

に至らなかった経緯がある。また，地区

外の漁業者にウニを採捕させる方法も検

討したが，地区外漁業者の参入を認めて

も，食害を低減させるまでの漁獲は期待で

きないとのことだった。

なお，岩本地区のガンガゼ生殖腺重量を5月下旬に測定したところ，殻付き重量の 17.3％と高

い身入り率を示し，活用するには十分な水準であったことから，今後もウニ類の有効利用につい

て検討していく必要があると思われた。

３ 南方系ホンダワラの分類と生態等に関する研究

22機関30名が参加し，話題提供による情報交換や海藻類研究者による不明種等の分類・同定を

行った。

話題提供事項

1)「長崎県沿岸の磯焼け継続要因を把握する試み」八谷光介（西海区水産研究所）

陸上水槽の栄養塩推移（リン）
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図7 溶存無機態りん（ＤＩＰ）の推移

図8 岩本地区に大量に生息するガンガゼ
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2)「流体力学的視点からみた東シナ海沿岸の藻場の回復」Greg NISHIHARA（長崎大学 環東シナ

海海洋環境資源研究センター）

3)「漁業者などによる磯焼け対策を継続させるための方法」新井章吾（株式会社 海藻研究所）

4)「投げ込み式中層網によるガラモ場造成」荒武久道（宮崎県 水産試験場）

5)「九州沿岸域に生育する同定の困難なホンダワラ属の分類」島袋寛盛 （千葉大学，現 瀬戸

内水研）

４ 磯焼け診断調査・藻場回復指導

10月中旬に実施した高山地区の追跡調査では，強い濁りと海底への浮泥の堆積（2～3センチ）

。 （ ） ， （ ）が見られた ブロック 図9 上には 母藻としたマジリモクと思われる7～13ミリの幼芽 図10

が，ブロック一基あたり最高8株観察された。着生密度が低い状況であり，今後も種苗添加が必

要であることを指導した。

7月に実施した山川地区の藻場調査では，部分的に磯焼け状態の場所も見られたが，コナフキ

モク等の藻場が広く形成され，積極的な藻場回復の必要性は低いと判断された （図11,図12）。

図9 海底に設置されたブロック 図10 ブロック上に見られた幼芽

図11 児ヶ水沖 図12 山川港東沖



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


